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要旨 

 

 多くの中国人学習者は日本語の学習を目標の一つとして、日本に留学し、日本語の能力を高

めてから、さらに専門学校、大学、あるいは大学院に進学する。稿者もそのような目的を持っ

て学習した。しかし、日本語学校で学習していた時、周囲の中国人学習者が日本語語彙学習に

ついて、いろいろな問題に阻まれ、思ったような成果が出せないでいるということに気づいた。

本研究は日本の日本語学校に在籍している中国人日本語学習者が一体どのように語彙学習をし

ているのか、どのような語彙学習ストラテジーを使っているのか、そして、日本にいるという

学習環境が彼らの語彙学習にどのような影響を与えているのかを明らかにするため、以下のよ

うな 3 つの調査を行った。 
 日本の日本語学校に在籍している 30 名の中国人日本語学習者を対象として、質問紙調査を

し、その中の 10 名に色つきカードによる調査と FUI 調査を行った。質問紙調査（調査Ⅰ）は

主に語彙学習ストラテジー、自律学習と学習環境などの 3 つの内容で構成されている。色つき

カードによる調査（調査Ⅱ）では主に学習者の産出語彙を調査した。さらに、学習者へのフォ

ローアップインタビュー（調査Ⅲ）は調査Ⅰの 3 つの内容を詳しく調査するためであり、調査

Ⅱの産出語彙と学習環境との相互関係を明らかにするための調査である。 
 本研究を通して明らかになったことは、まず、協力者は様々な自分なりの語彙学習ストラテ

ジーを使っているが、「書く、読む、暗記する」ストラテジーより、「耳で覚える（聴解）」、「目

で覚える（視覚）」、「口頭で言う（話す）」ストラテジーが多く使用されていたことである。特

に「日本語学校の先生やアルバイト先の日本人母語話者に聞いたりする」などのような学習環

境づくりの人的、社会的リソースを利用した語彙学習ストラテジーを活用していた。しかし、

調査Ⅱの結果、協力者が語彙産出については、協力者が中国語と間違えたり、日本語をしっか

り覚えていないなどの問題が現れた。これらの問題が起こった原因としては、根本的な原因は

恐らく協力者の語彙学習の重要性への認識が不足していることだろうと思われる。日本語学校

は日本語をしっかり勉強する場所である。学習者は、その目的を忘れてはいけないと思われる。

学習者はこの点について、より認識すべきであり、語彙学習により工夫が必要ではないかと考

える。 
 また、学習者は日常生活から日本語を学習していることがわかった。一方、協力者が長時間

のアルバイトをしているせいで、睡眠不足などの問題が起きていることがわかった。そして、

語彙学習にかける時間がない、または学習時間を減らすなどの問題もあった。重要なのは、学

習者がアルバイトと学習のバランスをどのように取れば、アルバイトから語彙学習にプラスの

影響を得られ、マイナスの影響を減らせるかということである。学習者が考えるべきなのは日

本での充実した生活であり、どのように学習とアルバイトのバランスをうまく取り、そして自

分なりの語彙学習ストラテジーを使って日本語学習を進めていくかということではないかと思

う。 
 本研究は主に協力者が使っている語彙学習ストラテジーを中心として調査し、学習環境の役

割についても少し言及したが、今後の課題としては、学習者の個別性を考慮した上で、語彙学

習ストラテジーだけではなく、語彙習得について調査し、分析・考察をしていくことである。 
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